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電子テクノロジーが見逃してきた
盲点を突き止める。
「蜘蛛の巣」を鍵言葉に、人類の想像力がいかに蜘蛛の巣状に連動し、
それが従来の研究方法をいかに刷新するのか。また「蜘蛛の巣」という
マトリックスに照らして現実を分析することがいかなる可能性を開くのか。
電子媒体を「蜘蛛の巣」webとして捉えることで、そこに潜む危険とも裏腹の将来像を、
特定の専門分野の枠組みを横断して探求する。
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